
『松本清張短編全集７ 鬼畜』昭和39（1964）年 
光文社カッパ・ノベルス
「鬼畜」は、「別冊文藝春秋」昭和32（1957）年４月号に掲載された。

現在入手しやすい本
『張込み 傑作短編集５』新潮文庫、
松本清張全集36巻など
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